
「 内視鏡的逆行性膵胆管造影法（ＥＲＣＰ）」検査を受けられる患者さんへ

検査中 検査後

食後に腹痛がなければ午後に退院です。

点滴を11時頃から開始します。 点滴は翌日の昼まで続きます。

 医師

看護師より入院生活と検査について説明します。 退院が決まったら

入院の書類は看護師にお渡しください。 看護師

次回外来について説明します。
原則、昼食後退院となります。

初めて歩く時

看護師を呼んで下さい。

制限はありません。 　行く時　　徒歩　または 状態に応じて歩行できます。 入浴はできます。

　　　　　　　ｽﾄﾚｯﾁｬｰ 　 看護師にご相談ください。

   帰る時　ｽﾄﾚｯﾁｬ－
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眠り薬の影響でふらつくことがあります。安全を考慮
しスタッフが付き添いますので、お知らせください。

妊娠中、または妊娠の心配のある方は看護師にお知
らせください。

腹痛や嘔気が出てくることがあります。症状がありま
したらお薬を使用させていただきます。

妊娠中、または妊娠の心配
のある方は看護婦にお知ら
せ下さい。

腹痛、吐き気、下痢、発熱などの症状がありました
ら、看護師にお知らせください。

説　明

指　導

化粧・マニキュア・ぺディキュァ・義歯・貴金属はつけ
ないでください。

心疾患・アレルギー・喘息・糖尿病・緑内障のある方、
またはその他の疾患で治療や内服中の方は看護師
にお知らせください。

その他

次回外来受診まで、激しい運動や重労働は避け
てください。

退院後１週間は飲酒、脂肪の多い食事（揚げ物・うなぎ
など）、暴飲暴食は避けてください。食　事

朝の採血結果をみて、医師の判断で昼食と内服が再開
となります。食後、お腹の症状がなければ退院です。

安　静

＊退院後、腹痛や発熱、下血など、身体に異常を感じた時は、消化器内科外来（夜間・休日は救急外来）を受診して
下さい。

＊血清アミラーゼ値が高値を示したり、腹痛がある場合には退院が延期 になることがあります。 

トイレ

ERCP目的入院患者様用

月　　日

翌日以降

腹痛がなければ昼食がでます。

今まで飲んでいた薬の内容を確認させて頂きますの
で看護師にお渡し下さい。確認後、継続する薬を看護
師が説明しますので、それ以外の薬は中止でお願い
します。

検査データとお腹の症状をみて退院の判断をし
ます。

普通の
経過

処　置

投　薬

治　療

消化器内科 患者さん用クリティカルパス

検査に行く前に看護師が声をかけますので、トイレを
済ませてください。

月　　日（検査当日）

朝　採血があります。
点滴は昼まで続きます。

検査前

検査は眠り薬を使用して行
います。

9時45分頃入院受付にて手続き後、病棟へ入院となり
ます。

 医師の指示があるまで絶飲食となります。

不安なことがありましたら、
遠慮なくお聞きください。

当日の朝食はおもゆ・味噌汁の汁のみ・具のないスープや
ジュース類・お茶等を召し上がってください。
入院してからは食べたり飲んだりしないでください。
入院案内にて栄養指導があります。

                 様   ※ この予定表は、おおよその目安です。患者さんの状態等により、予
定が変更になることもありますので、ご了承ください。なお、わからないこ
とがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。 

検査当日は9時４５分頃に入院受付へお越しください。 

車での来院はご遠慮下さい。 

入院から退院までの予定表 
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